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木下志き子議員

観光振興
「
山
田
の
魅
力
発
信
事
業
」の
継
続

観
光
振
興
の
た
め
積
極
的
に
支
援

教育行政

英
語
活
動
プ
ラ
ン
の
内
容
は

体
験
し
て
ほ
し
い
英
語
活
動
例
を
示
す

町の考えを聞く

質
問

商
工
会
を
中
心
に
町

内
各
種
団
体
の
参
画
で
始
ま
っ

た
「
山
田
の
魅
力
発
信
事
業
」

の
今
年
度
の
事
業
計
画
は
。

ま
た
、
来
年
度
以
降
も
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

沼
崎
町
長

主
催
者
で
あ
る

山
田
の
魅
力
発
信
実
行
委
員
会

で
は
▽
オ
ラ
ン
ダ
島
ま
つ
り
▽

殻
付
き
カ
キ
生
産
日
本
一
�
山

田
カ
キ
ま
つ
り
▽
や
ま
だ
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
カ
ー
ニ
バ
ル

▽
山
田
の
魅
力
売
込
隊
の
派
遣

▽
海
上
渡
御
見
物
と
山
田
湾
ク

ル
ー
ズ
▽
復
活
�
年
に
一
度
の

船
越
半
島
巡
り
観
光
船
運
航
事

業
▽
楽
山
楽
水
の
郷
│
山
田
海

幸
・
山
幸
名
物
料
理
開
発
事
業

│
│
を
計
画
し
て
い
る
。

来
年
度
以
降
の
事
業
の
継
続

実
施
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事
業

は
、
県
の
地
域
活
性
化
事
業
調

整
費
補
助
金
を
活
用
し
て
十
六

年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
の
三

年
間
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で

今
年
度
が
最
終
年
と
な
る
。
ま

た
、
県
で
は
今
年
度
予
算
で
二

億
三
千
万
円
を
減
額
し
て
お
り

厳
し
い
情
勢
で
は
あ
る
が
、
山

田
の
魅
力
発
信
実
行
委
員
会
が

継
続
を
希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
も
観
光
振
興
の
た
め
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問
　

①
国
際
理
解
教
育
充
実
の
た
め

の
「
英
語
活
動
プ
ラ
ン
」
の

内
容
は
。

②
海
外
派
遣
団
員
の
中
か
ら

「
英
語
力
不
足
」の
声
が
あ
っ

た
。
現
在
、
英
語
指
導
助
手

一
名
で
対
応
が
十
分
か
。

松
尾
教
育
長
　

①
小
学
校
段
階
で
は
、「
国
際

理
解
」
教
育
の
一
環
と
し
て

楽
し
く
英
語
に
慣
れ
親
し
む

内
容
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
し
か
し
、
小
中
連
携

の
観
点
か
ら
、
小
学
校
段
階

で
も
あ
る
程
度
共
通
の
英
語

活
動
を
体
験
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
り
、
最
低
限
ど
の
小

学
校
で
も
体
験
し
て
ほ
し
い

英
語
活
動
例
を
示
し
た
い
。

②
英
語
指
導
助
手
は
、
生
き
た

英
語
を
学
習
し
、
英
語
力
を

高
め
る
た
め
で
あ
り
、
海
外

派
遣
団
員
の
た
め
で
は
な
い
。

現
在
、
各
小
学
校
に
は
年

間
十
二
日
間
派
遣
し
て
お
り
、

英
語
活
動
は
、
各
学
年
で
年

間
十
数
時
間
実
施
さ
れ
て
お

り
、
一
名
で
十
分
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

事業の継続が望まれる
「山田の魅力発信事業」


